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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　双極性の連続する期間を有する電流で高圧放電ランプを点灯する回路装置であって、こ
のランプに、互いにある電極距離で配置した少なくとも二つの主電極を設け、
－供給源を接続する入力端子と、
－前記高圧放電ランプを接続する出力端子と、
－前記入力端子に結合され、前記連続する期間が所定の形状を持つ前記ランプ電流を前記
高圧放電ランプに供給する手段とを有する回路装置であり、
－前記電極距離を示す第１パラメータを検出し、該第１パラメータに応じて第１信号を形
成する手段と、
－斯様に形成された第１信号に応じて前記ランプ電流の前記期間を再形成する手段と、
を設け、
　前記ランプ電流の前記期間を再形成する手段が、該第１信号の値に応じて前記電極距離
を変化させるように動作する、
ことを特徴とする回路装置。
【請求項２】
　－ランプのフリッカの発生を示す第２パラメータを検出し、該検出された第２パラメー
タに応じて第２信号を形成する手段と、
－斯様に形成された第２信号に応じて前記連続する期間の形状を更に調整する手段を更に
備えることを特徴とする請求項１記載の回路装置。
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【請求項３】
　前記第１パラメータが、ランプ電圧により形成されることを特徴とする請求項１又は２
記載の回路装置。
【請求項４】
　前記第２パラメータが、連続する電流期間中のランプ電圧により形成されることを特徴
とする請求項２記載の回路装置。
【請求項５】
　前記第２パラメータを形成するために、各期間におけるランプ電圧の形状を検出するこ
とを特徴とする請求項４記載の回路装置。
【請求項６】
　前記第２パラメータを形成するために、各期間におけるランプ電圧の値を検出すること
を特徴とする請求項４記載の回路装置。
【請求項７】
　前記第２パラメータが、前記ランプの発光出力により形成されることを特徴とする請求
項２記載の回路装置。
【請求項８】
　前記第１信号を形成する手段が、前記第１パラメータが所定の値より低い場合に、前記
電極距離を増大させるためのモードで動作することを特徴とする請求項１記載の回路装置
。
【請求項９】
　前記第１信号を形成する手段が、前記第１パラメータが更なる所定の値より高い場合に
、前記電極距離を減少させるためのモードで動作することを特徴とする請求項１又は８記
載の回路装置。
【請求項１０】
　前記第１信号を形成する手段が、前記第１パラメータに応じてルックアップテーブルに
従い前記モードで前記ランプ電流の前記期間を再形成させる第１信号を形成することを特
徴とする請求項８又は９記載の回路装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】
本発明は、双極性の連続する期間を有する電流で高圧放電ランプを点灯する回路装置であ
って、このランプに、互いにある電極距離で配置した少なくとも二つの主電極を設け、
－供給源を接続する入力端子と、
－前記高圧放電ランプを接続する出力端子と、
－前記入力端子に結合され、前記連続する期間が所定の形状を持つ前記ランプ電流を前記
高圧放電ランプに供給する手段とを有する回路装置に関する。
【０００２】
【背景技術】
このような回路装置は、米国特許第５，６０８，２９４号から既知である。既知の回路装
置は、高圧放電ランプのフリッカを抑制する手段を提供し、とりわけ、投影テレビジョン
装置のような投影システムの高圧放電ランプを点灯するのに適している。既知の回路装置
では、双極性の連続するブロック状の期間の電流がランプに供給される。フリッカの抑制
は、このような周期的なランプ電流の所定の一部(fraction)の終わりで同一極性を有する
付加的な電流パルスを、前記周期的なランプ電流に供給することによって達成される。こ
のようにして再形成された電流期間によって、電極の温度が比較的高い値に上昇され、こ
の高い温度によって、放電アークの安定性が増大する。その理由は、放電アークが各陰極
フェーズで電極の同一位置から発生するからであり、その結果、フリッカが大幅に抑制さ
れる。付加的な電流は、規則的なシーケンスで、好ましくは連続的なパルスの各々で供給
される。低周波数の交流ランプ電流による高圧放電ランプの交流動作が、（ランプとも称
する）高圧放電ランプの電極の急速な腐食を防止し、比較的高い効率でランプを点灯でき
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ることは知られているが、既知の回路装置で点灯されたランプが、数百時間の点灯時間に
わたってアーク電圧の連続的な上昇を示す事態が発生した。このような電圧の上昇は、ラ
ンプを数千時間実験的に点灯した際に連続して現れた。ランプの寿命にわたりかなり一定
であるランプの発光出力は、投影システムの使用において極めて重要であるので、連続的
なアーク電圧の上昇は、長いランプの寿命に達するのに重大な不利な点となる。
【０００３】
高圧放電灯を交流電流で点灯させる場合、ランプの電極は、ランプ電流の連続する期間中
に陰極及び陽極として交互に機能する。それら期間中、電極は陰極フェーズ及び陽極フェ
ーズに各々なると言える。陽極フェーズにおいて電極から除去される電極材料は、陰極フ
ェーズにおいてイオン流として電極に戻される。このような移動プロセスは、ランプ電流
の各期間中に電極温度の振る舞いを更に複雑にする。これは陽極フェーズにおける電極温
度の時間依存性が、陰極フェーズと異なるからである。
【０００４】
【発明の開示】
本発明の目的は、上記不都合をほぼ克服し、同時に、ランプ点灯中フリッカのかなりの抑
制を維持し続ける高圧放電ランプを点灯する回路装置を提供することにある。
【０００５】
この目的を達成するために、冒頭段落に述べた種類の回路装置が、
－前記電極距離を示す第１パラメータを検出し、該第１パラメータに応じて第１信号を形
成する手段と、
－斯様に形成された第１信号に応じて前記ランプ電流の前記期間を再形成する手段とを有
することを特徴とする。
【０００６】
驚くべきことに、ランプ電流の制御された再形成によって、ランプのフリッカの抑制がほ
とんど阻止されることなく、ランプ電圧が連続的に上昇する問題をほぼ克服することが出
来る、と言うことが生じた。
【０００７】
放電アークの安定性に関する更なる向上が、好ましくは、回路装置が、ランプのフリッカ
の発生を示す第２パラメータを検出し、該検出された第２パラメータに応じて第２信号を
形成する手段と、斯様に形成された第２信号に応じて前記連続する期間の形状を更に調整
する手段を更に有する場合に達成される。
【０００８】
ランプを流れる電流形状をフリッカの発生の検出に従って変更しているため、光の投影に
対し十分に許容するレベルまでフリッカを抑制し、同時に、電極距離の制御変更を実質的
に抑制し、斯くして、連続的なランプ電圧の上昇の傾向を相殺することが出きる利点を持
つ。
【０００９】
一実施例においては、前記第１パラメータが、好ましくは数期間にわたって平均が取られ
た、ランプ電圧によって形成される。
【００１０】
本発明による回路装置の一例では、連続する期間の各々の間のランプ電圧が、第２パラメ
ータに対して与えられる。この第２パラメータを生成する際にランプ電圧を使用すること
は、第１及び第２パラメータに対して同一量が用いられると言う利点を持つ。これによっ
て回路装置が簡素化される。第１の好適な実施例においては、各期間中のランプ電圧の形
状が検出され、第２パラメータを生成するために用いられる。好ましくは、これは、当該
回路装置内の、斯様な期間中に選択された間隔でランプ電圧を測定し、斯様に見出された
値を互いに比較する手段によって実現される。第２パラメータを形成するための第２の好
適な実施例においては、各期間中の定められた瞬時、好ましくは一定のランプ電流の瞬時
において連続する期間のランプ電圧の値が検出される。実用的な実施例においては、これ
は、各期間の終わり付近の瞬時でランプ電圧を測定し、同一極性を有する連続する期間の
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結果を比較する手段によって好ましくは実現される。他の実施例においては、第２パラメ
ータが、例えば、投影システムの表示領域の周辺、例えば、表示領域の端部に配置された
光検出器によるランプの発光出力によって形成される。
【００１１】
ランプ電流の双極性の期間の周波数を４５Ｈｚ～５００Ｈｚの範囲から選択する場合に良
好な結果が得られた。
【００１２】
本発明のこれらの及び他の特徴を、以下の図を参照してより詳細に説明する。
【００１３】
【発明を実施するための最良の形態】
図１において、Ｋ１及びＫ２は、供給電圧を供給する供給電圧源に接続するための入力端
子を示し、Ｋ１及びＫ２に結合されるＩは、直流電流を発生する手段である。手段Ｉの出
力端子は、整流子ＩＩの入力端子にそれぞれ接続される。整流子ＩＩの出力端子は、高圧
放電ランプＬａに接続される。このランプには、互いにある電極距離で配置される少なく
とも２個の電極が設けられる。ＩＩＩは、手段Ｉを制御することによってランプに供給さ
れる電流の双極性のの連続する期間の形状を制御する制御手段であり、電極距離を示す第
１パラメータを検出し、第１パラメータに応じて第１信号を形成する手段、及び斯様に形
成された第１信号に応じてランプ電流を適合させる手段を組み込んでいる。手段Ｉ及び手
段ＩＩは、前記入力端子に結合され、連続する期間が所定の形状を有するランプ電流を高
圧放電ランプに供給する手段Ａを構築する。
【００１４】
図１に示す回路装置の動作は次の通りである。
【００１５】
入力端子Ｋ１及びＫ２が供給電圧源に接続されると、手段Ｉは、供給電圧源により供給さ
れた供給電圧から直流供給電流を発生する。整流子ＩＩは、この直流電流を、双極性の連
続する期間を持つ交流電流に変換する。制御手段ＩＩＩにより、斯様に形成され、ランプ
Ｌａに供給される電流の連続する期間の形状が制御される。上記実施例を実際に実現する
に当たり、手段Ｉは、スイッチモード電力回路、例えばバック即ちダウンコンバータが後
続する整流ブリッジにより形成される。整流子ＩＩは、好ましくは、全ブリッジ回路を有
する。また、ランプ点弧回路が、好ましくは、整流手段ＩＩ内に組み込まれる。
【００１６】
図２において、制御手段Ｉを制御する制御手段ＩＩＩがより詳細に示されている。制御手
段ＩＩＩは、ランプ電圧、例えば、ランプ電圧を示す信号を形成する、ランプに接続され
た端子Ｌ１及びＬ２間の電圧を検出するための入力部１を有する。好ましくは、ランプ電
圧を表す信号は、接続点Ｌ３における電圧を検出することにより形成される。と言うのも
、斯様に検出される電圧は、ランプ点弧回路において発生された点弧電圧により乱されな
い直流電圧であるからである。制御手段ＩＩＩは、更に、手段Ｉのスイッチモード電力回
路を形成する、少なくともスイッチを有する上記コンバータの誘導手段Ｌを流れる電流を
検出するための入力部２、及び導通状態及び非導電状態に周期的にスイッチモード電力回
路のスイッチを切り替え、斯くして、前記コンバータの誘導手段Ｌを流れる電流を制御す
るための出力端子３を持つ。入力部１は、マイクロコントローラＭＣの接続ピンＰ１に接
続されている。マイクロコントローラの接続ピンＰ３は、スイッチング回路ＳＣの入力部
４に接続されている。入力部２は、スイッチング回路ＳＣの入力部５に接続されている。
スイッチング回路ＳＣの出力部Ｏは、出力端子３に接続されている。マイクロコントロー
ラＭＣは、電極距離を示す第１パラメータを検出し、第１パラメータに応じて第１信号を
形成する手段、及びランプフリッカの発生を示す第２パラメータを検出し、この検出した
第２パラメータに応じて第２信号を形成する手段を形成している。スイッチング回路は、
斯様に形成された第１信号に応じてランプ電流の期間を再形成する手段、及び斯様に形成
された第２信号に応じて連続する期間の形状を更に調整する手段とを形成する。
【００１７】
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バック即ちダウンコンバータであるコンバータを有する図２に示される回路装置の動作は
次の通りである。マイクロプロセッサＭＣには、図３及び４を参照して後で更に説明する
ような手順を実行するソフトウェアが設けられている。この手順の結果、入力部４におい
てスイッチング回路ＳＣに供給されるコンバータのピーク電流値になる。これは、入力部
５においてスイッチング回路ＳＣにも供給される入力部２において検出された電流に対す
る比較基準として用いられる。このような電流値の比較に基づいて、スイッチング回路は
、出力部Ｏにおいてスイッチオフ信号を発生する。これは、検出された電流がピーク電流
値に等しい場合にダウンコンバータのスイッチを非導通状態に切り替える。結果として、
誘導手段を流れる電流が減少するであろう。コンバータのスイッチは、誘導手段Ｌを流れ
る電流が零になるまで非導通状態に保持される。コンバータ電流が零になることを検出す
ると、スイッチング回路ＳＣは、ダウンコンバータのスイッチを導通にするスイッチオン
信号を出力部Ｏにおいて発生する。ここで、誘導手段Ｌを流れる電流は、ピーク電流値に
到達するまで増加を開始する。斯様なスイッチング回路ＳＣは、例えば、国際特許出願公
開第ＷＯ９７／１４２７５号から既知である。ピーク電流の値は、マイクロコントローラ
ＭＣによって実行される手順の結果としてリフレッシュされる。
【００１８】
ランプ電圧の検出は、ランプを介して実現されるべき電流の形状に依存した周波数でなさ
れ、マイクロコントローラＭＣのビルトインタイマにより制御される。検出用のランプパ
ラメータとしてランプ電圧を取得することは、ランプのワット制御(wattage control)を
、マイクロコントローラのソフトウェアに元来組み込ませることを可能にするという利点
を有している。ランプ電流自体が検出用のパラメータとして取得される場合、ワット制御
は、ランプ電圧の付加的な検出だけでなく、マイクロコントローラにおける付加的な制御
手順を必要とするであろう。ダウンコンバータは、好ましい実施例においては、４５ｋＨ
ｚ～７５ｋＨｚの範囲の周波数で動作する。
【００１９】
図３は、図２による制御手段ＩＩＩのマイクロコントローラＭＣによって実行される制御
手順を示している。図示の電圧制御ループＶＣは、規則的な時間に基づいて、例えば、フ
リッカ制御ループＦＣから１分毎に１回開始される。開始ＳＶから、ドライバは、ＡＡに
おいて、ランプ電圧が好ましい範囲外であるか否かを検出する。斯くして、入力部１を介
して接続ピンＰ１に供給されるランプ電圧は、第１パラメータを生成する。第１パラメー
タが好ましい範囲外でない場合、制御手順は、詳細に説明するフリッカ制御ループＦＣに
戻る。ＡＡにおいて、ランプ電圧が最小レベルＵ－よりも低い場合を検出すると、点灯モ
ードとも称される、ランプ電流を形成する双極性の連続する期間の形状が確立され、Ｂに
おいて格納される。極めて低いランプ電圧は、電極の先端の成長(growth)が原因で電極距
離が極めて短くなっていることを示している。制御が、ＢＩにおいて、電極成長を相殺し
、まして電極距離を増大させるルックアップテーブルＩから期間の次の形状に切り替える
。新たに選択された形状がＢにおいて格納される。その後、制御手順はループＦＣに戻る
。ＡＡにおいて検出されたランプ電圧が最大レベルＵ＋より高い場合、Ｃで検出された点
灯モードは、ＣＩＩにおいて、ルックアップテーブルＩＩに従って次のモードに切り替え
られ、制御手順はループＦＣに戻る。新たに選択されたモードが、Ｃにおいて格納される
。極めて高い電圧は、電極距離が極めて大きくなっていることを示し、故に、新たに選択
されたモードは、電極の先端の成長を促進するモードである。好ましいルックアップテー
ブルＩＩは、ルックアップテーブルＩの逆である。
【００２０】
検出された電圧値は、本実施例においては、連続する期間の各々の定められた瞬時、好ま
しくは瞬時０．７５ｔｐであるが、少なくともランプ電圧が安定である傾向にある瞬時に
取り出されるランプ電圧の値である。
【００２１】
図４は、フリッカ制御ループＦＣを示している。開始Ｓから、ドライバは、Ｆにおいて、
フリッカが発生しているか否か検出する。フリッカが発生している場合、点灯モードが、
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ＦＩＩＩにおいて、ルックアップテーブルＩＩＩに従い次のモードに切り替えられる。ラ
ンプの点灯を安定させる遅延期間Ｄの後、制御手順は電圧制御ループＶＣに切り替わる。
Ｆでフリッカが検出されない場合は、Ｔにおいて、Ｔより長い期間ランプ点灯中にフリッ
カが生じないか否かを決定する。フリッカが生じる場合、制御手順はＳに戻る。しかしな
がら、Ｔより長い期間ランプ点灯中にフリッカが生じない場合、制御手順は、ＦＩＶにお
いて、ルックアップテーブルＩＶに従い次の点灯モードに切り替わる。ランプの点灯を安
定させる遅延期間Ｄの後、制御手順は、電圧制御ループＶＣに切り替わる。好ましくは、
ルックアップテーブルＩＶは、ルックアップテーブルＩＩＩの逆である。
【００２２】
相違する点灯モードを規定する、ランプ電流を形成する連続する期間の相違する形状を、
双極性を有する２つの連続する期間について、以後、図５～１０を参照して述べる。電流
は、相対的なスケールにおいて縦軸に沿って設定されている。横軸に沿って時間が示され
ている。図５に示すような継続時間ｔｐの第１期間ＴＡに対して、ランプ電流は平均値Ｉ
ｍを有し、継続時間ｔ１を有する当該期間の第１部分にわたって、より低い平均値Ｉｅを
有し、当該期間の第２部分にわたって、Ｉｍより大きい電流Ｉ２を有する。期間ｔ１の始
まりにおける電流Ｉ１の値は、ランプの電極に対する放電の拡散的な安定したアタッチメ
ント(diffuse stable attachment)に対応する。フリッカのない点灯に対して、０．３＜
＝Ｉｅ／Ｉｍ＜＝０．９が確立された。上記実施例において、比Ｉｅ／Ｉｍは値０．７を
有し、比ｔ１／ｔｐは値０．２を有する。
【００２３】
このモードは、フリッカのない点灯、また電極の先端の成長、故に、電極距離の減少に対
して与える。
【００２４】
図６は、他の点灯モードのランプ電流を示している。この場合、当該期間の第１部分にわ
たる電流が、電極の熱イオン放出とここでは規定される、電極への放電の拡散的な安定し
たアタッチメントを許容する値で一定に保持される。従って、この第１部分Ｉｅにわたる
電流の平均値は、最大で、熱イオン放出によって電極により供給され得る最大電流に等し
い。
【００２５】
このモードは、フリッカのない点灯、また電極の先端の成長、故に、電極距離の減少に対
して与える。
【００２６】
図７は他の好適なモードによって結果的に得られる電流を示している。この場合、期間の
始まりにおける電流Ｉ１はＩｅより高い。
【００２７】
このモードも、フリッカのない点灯、また電極の先端の成長、故に、電極距離の減少に対
して与える。
【００２８】
図８は、他の点灯モードによる電流のグラフを示している。この場合、ランプ電流に、期
間の終わりにおいて同一極性の値Ｉ３を持つパルスが設けられる。（フリッカのない）安
定した点灯の目的を達成するために、１．４＜＝Ｉ３／Ｉｍ＜＝４及び０．０２＜＝ｔ３
／ｔｐ＜＝０．２５の要件を満足させる必要があることが確立された。ここで、ｔ３はパ
ルス幅である。上記実施例を実現するに当たり、Ｉ３の値は、１．６Ｉｍである。実験か
ら、Ｉ３は、１．６＜＝Ｉ３／Ｉｍ＜＝３の範囲で好ましくは選択されることが導き出さ
れた。
【００２９】
図８による電流の形状を用いてランプ電流を減少させるために、０．０２＜＝ｔ３／ｔｐ
＜＝０．２５及びｔ２／ｔｐ＞＝０．５を満足させることが確立された。ｔ２／ｔｐ＞＝
０．７５の場合に最適な結果が得られる。好ましくは、ｔｐは、０．０６＜＝ｔ３／ｔｐ
＜＝０．１２で関係ｔｐ＝ｔ２＋ｔ３を満足する。
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【００３０】
図９は、ランプ電圧の増大に適した電流形状を示している。この場合、次の関係を適用す
る必要がある。Ｉ２＝Ｉ１；１．３＜＝Ｉ３／Ｉｍ＜＝４；０＜＝ｔ２／ｔｐ＜＝０．９
８；０．０２＜＝ｔ３／ｔｐ＜＝０．２５。ここで、ｔ２は、期間の開始と付加的な電流
パルスの開始との間の時間経過である。
【００３１】
図１０に示すような、双極性の付加的な電流パルスが印加される電流形状も、ランプ電圧
を上昇させるために適している。満足させるべき必要な関係は、Ｉ１＝Ｉ２；０．１＜＝
Ｉ３／Ｉｍ＜＝０．７；０．５＜＝ｔ２／ｔｐ＜＝０．９８；０．０２＜＝ｔ３／ｔｐ＜
＝０．２５である。とりわけ、電流が、期間ｐの終わりにおいてＩｍよりも小さい場合、
この電流形状は、ランプ電圧を上昇させるために有効である。
【００３２】
図１に示す回路装置の実用例を、フィリップス社製のタイプＵＨＰの高圧放電ランプの点
灯用として用いた。このランプは、１００Ｗの公称消費電力を有し、わずか１．４ｍｍの
電極距離を持ち、ランプ電流を形成する連続する期間の相違する形状を規定する二つの相
違する点灯モードで点灯された。第１の点灯モードにおいては、双極性の連続する期間が
、図９に示すように成形される。Ｉ１に対応する、このモードにおける電流値は、マイク
ロコントローラのソフトウェアに組み込まれるワット制御によって、１．０６Ａの公称値
に規制される。Ｉ３の最大値は２．５Ａに固定される。当該期間の継続時間ｔｐは、９０
Ｈｚの整流手段ＩＩの動作周波数に従って５．６ｍｓであり、比ｔ３／ｔｐは、ｔ２＋ｔ
３＝ｔｐによって０．０８に制御される。８５Ｖの公称値を有するランプ電圧が６８Ｖよ
りも高い間は、電流Ｉ３は、２．５Ａに固定される。検出された電圧が６８Ｖに低下した
場合、期間は、電流Ｉ３が３段階でステップ状にＩ１の値に低下するように手段Ａによっ
て再成形され、この後、手段Ａは第２点灯モードに切り替わる。この場合、供給されたラ
ンプ電流は、Ｉ１と同一の公称値において第１モードで言及したのと同一のワット制御で
制御された値を有する矩形ブロックとして成形される期間により形成される。斯くして、
電圧最小レベルＵ－は６８Ｖである。電圧最大レベルＵ＋に対して、１１０Ｖの値が用い
られる。マイクロプロセッサＭＣとして、フィリップス社製のＰ８７Ｃ７４９ＥＢＰが、
各期間の間の定められた瞬時、好ましくは０．７５ｔｐで１回ランプ電圧を検出するよう
プログラムされる場合に適切であることを示した。
【００３３】
このようにして検出されたランプ電圧も第２パラメータを形成する。同一極性の連続する
期間の見出された値は、不安定になる傾向にあり、そしてランプのフリッカを規定するも
のとして用いられる、電極の放電アタッチメントの発生を検出するために比較される。こ
のように見出された電圧差に対して、２分の時間間隔で２回以上発生する１Ｖより高い値
が、ランプのフリッカの発生に対するしきい値としてソフトウェア上に設定される。 他
の実用的な実施例においては、ランプのフリッカの発生の検出が、検出された電圧の見出
された電圧差と三つの相違するしきい値との比較に基づく。これらしきい値の各々は、高
い周波数及び低い周波数のランプのフリッカを高い精度で検出するために個別の繰返し率
(repetition rate)に関連させる。しきい値及びそれに対応する繰返し率が次の表に与え
られている。
表
電圧値Ｖ　　　　　繰り返し率ｓ
１　　　　　　　　　　１２０
０．３　　　　　　　　　３０
０．１　　　　　　　　　　５
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明による回路装置の実施例を示している。
【図２】　図１の本発明による回路装置の実施例の制御手段を示している。
【図３】　図２の実施例により実行される制御手順を示している。
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【図４】　図３の制御手順の一部を形成するフリッカ制御ループを示している。
【図５】　図１の回路装置に供給されるランプ電流の連続する期間の形状の一例を示して
いる。
【図６】　図１の回路装置に供給されるランプ電流の連続する期間の形状の一例を示して
いる。
【図７】　図１の回路装置に供給されるランプ電流の連続する期間の形状の一例を示して
いる。
【図８】　図１の回路装置に供給されるランプ電流の連続する期間の形状の一例を示して
いる。
【図９】　図１の回路装置に供給されるランプ電流の連続する期間の形状の一例を示して
いる。
【図１０】　図１の回路装置に供給されるランプ電流の連続する期間の形状の一例を示し
ている。
【符号の説明】
Ｋ１…入力端子
Ｋ２…入力端子
Ｉ…直流電流を発生する手段
ＩＩ…整流子
ＩＩＩ…制御手段
ＬＡ…高圧放電ランプ
Ｌ１…端子
Ｌ２…端子
Ｌ３…接続点
ＳＣ…スイッチング回路
ＭＣ…マイクロコントローラ
１…入力部
２…入力部
３…出力端子
４…入力部
５…入力部
Ｐ１…接続ピン
Ｐ３…接続ピン
Ｏ…出力部
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【図８】
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